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1958          
Japan Interior Designers 
Association (JID) was 
established.

1969 
The Corporate rights obtained　 
Became Japan Interior Designers’ Association (JID).

1978 
Celebrates the 20th Anniversary 
（Holds Interior Deseign ’80 Fair “ The Role of Design”. Publishes “Interior Map 500 TOKYO”. Holds 
Commemorative events.）

1964          
Tokyo 1964 Olympic Games



2018 
Celebrates the 60th Anniversary
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インテリアデザイン業界（団体）日本の現状　

日本のインテリアデザイン業界の現状について 

1. インテリアデザイン業界の現状と課題 

日本のインテリアデザイン業界は、多様なスタイルと高度な技術を背景に発展してきました。しかし、業界の現状を俯瞰すると、
いくつかの課題が浮き彫りになっています。 

    • 事業所の規模と売上構造: 日本のデザイン事業所の9割以上が従業員10人未満の小規模事業所で構成され、売上高も1億円未満
が大半を占めています。この状況は、安定的な資金調達や海外進出における障壁となっています。 

    • デザイナーの待遇と契約課題: デザイナーの報酬は他国と比較して低水準にあり、また契約書や覚書を取り交わす割合も半数程
度にとどまっています。発注者側のリテラシー不足や著作権理解の欠如がトラブルの要因となっており、業界全体として取引の適
正化が求められます。 

    • モノとコトのデザインのバランス: 近年、「コト」のデザイン̶すなわち体験やサービスを重視するデザイン̶が注目される一
方で、伝統的な「モノ」のデザインへの関心が低下しています。このバランスの崩れは、インテリアデザイン業界全体の価値提案に
影響を及ぼしています。



インテリアデザイン・空間デザイン関連団体 
・公益社団法人 日本インテリアデザイナー協会（JID）
・一般社団法人 日本空間デザイン協会（DSA）
・一般社団法人 日本インテリアプランナー協会（JIPA）
・一般社団法人 商環境デザイン協会（JCD）
・一般社団法人 日本インテリア協会（NIF）
・一般社団法人 日本フリーランスインテリアデザイナー協会

建築・住宅・生活空間関連団体 
・一般社団法人 日本建築インテリア計画協会（JIPA）
・一般社団法人 日本建築学会（AIJ）
・一般社団法人 住宅生産団体連合会
・一般社団法人 日本木造住宅産業協会
・一般社団法人 住宅リフォーム推進協議会
・一般社団法人 住生活リフォーム推進協会

照明・家具・設備デザイン関連団体 

・日本照明デザイナー協会（JLD）
・一般社団法人 日本照明工業会（JLMA）
・一般社団法人 日本家具産業振興会
・一般社団法人 日本オフィス家具協会（JOIFA）
・一般社団法人 日本福祉用具・生活支援用具協会
・日本厨房設備機器工業会

インテリアデザイン業界（団体）日本の現状 
（団体例-1)　

グラフィック・サイン・ディスプレイ関連団体 
・公益社団法人 日本サインデザイン協会（SDA）
・公益社団法人 日本グラフィックデザイン協会（JAGDA）
・一般社団法人 日本ディスプレイ業団体連合会
・日本ショーウィンドウデザイン協会
・一般社団法人 日本ディスプレイクリエイター協会（JDCA）



ライフスタイル・色彩・テキスタイル関連団体 
・日本カラーコーディネーター協会
・一般社団法人 日本インテリアファブリックス協会（NIF）
・一般社団法人 日本インテリア照明協会
・一般社団法人 日本インテリア家具協会
・日本テキスタイルデザイン協会（JTDA）
・一般社団法人 日本カーテン協会

教育・資格認定関連団体 

・一般社団法人 日本インテリアデザイン教育会
・日本インテリアコーディネーター協会
・公益財団法人 インテリア産業協会
一般社団法人 日本福祉住環境コーディネーター協会

国際連携・認証関連団体 

・JAPAN DESIGN COMMITTEE (JDC)
・日本デザイン団体協議会（DOO）
・国際インテリアデザイン協会（IIDA）- 日本支部
・国際建築家連合（UIA）- 日本支部
・アジアインテリアデザイン連盟（Asia IDF） 
・ 国際インテリアデザイナー/アーキテクツ団体連合（IFI） 
・日本デザイン振興会（JDP）

インテリア関連産業・流通団体 
・一般社団法人 日本百貨店協会

・一般社団法人 日本ホームステージング協会

・一般社団法人 日本DIY協会

・一般社団法人 日本リビングデザイン協会

・日本リノベーション協会 

・日本デザインマネジメント協会

・一般社団法人 日本店舗デザイン協会

・日本エクステリアデザイン協会

・日本オフィスデザイン協会

・日本ヴィジュアルマーチャンダイジング協会

インテリアデザイン業界（団体）日本の現状 
（団体例-2)　



インテリアデザイン業界（団体）日本の現状   
 （団体を横断する試み)　IDMとは、Interior Design Meeting の略称です。 

有志連携体・IDMは、インテリア領域に関わる主要な職能団体を主体に、関連協力団体が、 
緩やかな連携の下に集い、相互理解と信頼を深める中で、インテリアの重要性を共有し、 

それを社会に発信し、プロフェッショナルとして社会的役割を果たし、 
併せてインテリア界の活性化・発展を目指す組織体です。



インテリアデザイン業界（団体）日本の現状   
 （団体を横断する試み)　

IDMはJAPAN SHOP2025特別企画《NIPPONプレミアムデザイン》に出展します。 

-------------------------------------------------------------------- 

㈱OUTSENSE/㈱メイネツ/㈱タカショーデジテック/㈱伊と幸/㈱ダイカン 

㈲いち松/㈱電子技販/宮崎木材工業㈱/㈲金照堂/共和鋼業㈱/セイショク㈱ 

イーコット㈱/㈱丸二/山久漆工㈱/五十嵐製紙/㈱谷口/㈲宮本工業 

㈱加地織物/エヌ・エス・ケーニシダ工業㈱/㈱トミタ/㈱SATOCOMPANY 

㈱フィズリペアワークス/SUPER PENGUIN㈱※順不同 

-------------------------------------------------------------------- 



海外のデザイン団体との交流や国際活動（JID）





China Design WeeK

















 アジア太平洋地域のインテリア業界は、多様な文化の影響と経済発展により、急速な成長と変革
を遂げ、専門職としてのインテリアデザインに対する需要が急増している。しかし、これまで国際
基準で統一された資格や専門的な知識の不足により、さまざまな課題に直面してきた。デザイン
のクオリティとレベルは向上しているが、デザインスキル、実践力のレベルの差異により、デザイ
ン性や空間の品質にばらつきが生じ、インテリアデザイナーの能力を適切に評価することが難し
くなり、市場には混乱が生じていた。  これらの課題に対処するため、Asia-Pacific Space 
Designers’ Association (APSDA)は、プロフェッショナルなインテリアデザイナーを認定するた
めのプログラム「AP-ID-AP(ASIA PACIFIC-INTERIOR DESIGNERS’-ACCREDITATION 
PROGRAM)」を開発し､2024年3月に大々的に発表した。  APSDAとは、アジア太平洋地域の
16か国のインテリアデザイン関連団体が所属する組織である。APSDAプレジデントのKeat Ong
のリーダーシップのもと、この認定制度の開発に取り組み、現在、APSDA「AP-ID-AP」認定プ
ログラムのオフィシャル公開セレモニーをアジア各地で行っている









VMARK  
INTERIOR DESIGN WEEK 



VMARK DESIGN WEEK 2024



VMARK DESIGN WEEK 2019-2024



VMARK DESIGN WEEK 2024



VMARK DESIGN WEEK 2024



海外のデザイン団体との交流や国際活動（JID）からの考察　

国際的な位置付けと競争力 

    • デザイン賞における日本の立ち位置: 日本企業やデザインチームはiFデザイン賞やレッドドット・デザイン賞などの国際的な舞
台で一定の成果を上げていますが、特に中国や韓国の企業が急速に台頭している現状です。 

    • JIDの国際的な取り組み: 公益社団法人日本インテリアデザイナー協会（JID）は、国際的なインテリアデザイン団体との継続的
な交流を通じて、日本のインテリアデザイン業界の国際的なプレゼンス向上に努めています。これにより、国内デザイナーが国際舞
台で活躍するための機会創出や、最新のデザイン動向の共有が実現されています。 

    • その他の関連団体: 日本には、JIDのほかにも多くのインテリアデザイン関連団体が存在しています。たとえば、日本空間デザ
イン協会（DSA）、日本インテリアプランナー協会（JIPA）、商環境デザイン協会（JCD）、日本照明デザイナー協会（JLD）、
日本サインデザイン協会（SDA）、日本グラフィックデザイン協会（JAGDA）、日本インダストリアルデザイン協会（JIDA）、日
本店舗デザイン協会（JSTA）、一般社団法人 日本ショッピングセンター協会（JCSC）、日本百貨店協会、一般社団法人 日本フ
ードサービス協会など、商業施設系を含む幅広い分野の団体が活動しており、業界の発展や国際交流を促進しています。また、**国
際インテリアプランナー協会（IIPA）や国際インテリアデザイン協会（IIDA）**とのネットワークも強化されています。 

    • 海外展開の課題: 海外市場への進出に対する日本のデザイナーの関心は低く、その背景には言語力・プレゼンテーション能力の
不足、さらには海外プロジェクトにおける契約や法的知識の欠如が指摘されています。




